
Shizuoka University 19
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ア大学博士研究員、2008年日本学術振興会海外特別研究員（ブリティッシュコロンビア大
学）、2009年静岡大学若手グローバル育成拠点特任助教、2012年静岡大学農学研究科准教授、
2015年静岡大学学術院農学領域准教授
2011年より第1期若手重点研究者、2016年より第3期若手重点研究者
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環境ストレス（植食性昆虫、病原菌、温度、乾燥など）に対する植
物の化学防御物質の作用機構の理解、またその分子基盤に基づいた生
体機能分子を「化学」的視点から究明することに挑戦しています。
植物は数万種の天然化合物を生合成（生産）しており、我々人間は
長い歴史の中で多くの有用成分を発見してきました。しかし、それら
有用天然化合物が植物自身にとってどのような意味を持っているかは
まだ謎のままです。植物自身の身を守る化合物に注目して、その生合
成や分布を化学的実験手法や生化学的実験手法を用いて研究していま
す。このことは環境ストレスに強い植物の育成に役立つだけでなく、
有用天然化合物を植物から抽出せずに人工的に生産するためのファー
ストステップになります。植物生理活性物質やその生合成に関与する
酵素・遺伝子について有機化学、天然物化学、生化学、分子生物学な
どの多様なアプローチで追究することで、植物生理活性物質が司る生
命現象を追究することを目的としています。

根を張った土地で一生を全うする植物は、常に生物ストレスや環境ストレスに曝され、その結果多様な防御シ
ステムを獲得し進化させてきました。昆虫や微生物から身を守る生理活性物質（二次代謝産物）の生合成も�防
御システムの一つと考えられます。私は樹木の二次代謝産物の生合成に注目し、化学的視点から樹木の生存戦略
＝生命現象を物質レベルで解き明かすことを目的とします。また得られた遺伝子、酵素、化合物のアウトプット
情報を基にして、医薬品や有用資源化合物である二次代謝産物の代謝工学研究に発展させることで植物資源の保
全および環境保護に貢献することを目指して研究を進めています。
また学生と共に研究を推し進め、国内外の研究者と幅広く交流することにより、グローバルな視点を持った化
学と生物の学際領域で活躍できる人材と世界に通用するオリジナルな研究を静岡大学から世界に向けて発信して
いきたいと思います。
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